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               審   査   の   要   旨 
 
この論文は、紙の持つ特性を生かした環境発電技術を新規に開発しようとする研究である。
騒音や声などの音波のエネルギーは、紙を振動させることによりその一部が一時的に紙に蓄えら
れる。この紙に静電気を帯びた材料であるエレクトレットを予め積層しておき、これと平行に電
極を積層した別の紙を置く。振動によりにエレクトレットと電極間の距離が変動すると交流が発
生する。このような静電誘導の原理に基づいて発電機を試作し、振動機で強制振動させたところ、
最大起電力11.8μWを得た。紙をスライドさせる振動でも櫛形電極を使うことにより発電できる
ことを確認した。紙を伝播する音の減衰を、音響出力レベルを測定して評価し、表面波は紙の比
ヤング率と、厚さ方向に伝播する実体波は紙の厚さとの相関がそれぞれ高いことを明らかにした。
騒音の多い場所でのデータ収集や声に反応するポスターなどの応用に繋がる環境発電技術の一
分野を開拓したと言える。 
平成28年1月27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認
める。 
